
JP 2012-114492 A 2012.6.14

(57)【要約】
【課題】通信端末装置（携帯電話）を使用する際に、近
くにある画像表示装置（フォトフレーム）を有効に利用
できるようにする。
【解決手段】通信端末装置［Ｓ］１０において電話の発
着信やＥmailの送受信に伴う通信の開始が検知されると
、電話帳記憶部から通信相手の情報（電話番号やＥmail
アドレス）に対応付けられた写真画像が取得される。ま
た、近距離無線通信部を介して通信可能な範囲にある画
像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…から受
信された位置情報に基づいて近接位置にあると判断され
た画像表示装置［Ｆ１］２０ａに対して、前記通信相手
の写真画像が送信される。すると、画像表示装置［Ｆ１
］２０ａでは、受信された通信相手の写真画像から顔画
像が認識され、保存画像記憶部に記憶された全ての画像
の中から当該通信相手の顔画像を含む各画像が抽出され
て表示部にスライドショーで表示される。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信端末装置と画像表示装置とからなる画像表示システムであって、
　前記通信端末装置は、
　通信の開始を検知する通信開始検知手段と、
　この通信開始検知手段により通信の開始が検知された際に、その通信先の識別情報を取
得する通信先情報取得手段と、
　近接した位置にある画像表示装置を判断する近接装置判断手段と、
　この近接装置判断手段により判断された近接した位置の画像表示装置に対して、前記通
信先情報取得手段により取得された通信先の識別情報を送信する通信先情報送信手段とを
備え、
　前記画像表示装置は、
　複数の画像を記憶する画像記憶手段と、
　前記通信端末装置から送信された通信先の識別情報を受信する通信先情報受信手段と、
　この通信先情報受信手段により受信された通信先の識別情報に対応する画像を前記画像
記憶手段により記憶された画像の中から読み出す画像読み出し手段と、
　この画像読み出し手段により読み出された画像を表示する画像表示手段とを備えた、
ことを特徴とする画像表示システム。
【請求項２】
　前記通信端末装置において、
　前記通信先情報取得手段は、前記通信開始検知手段により通信の開始が検知された際に
、その通信先の識別情報として通信相手の画像を取得し、
　前記通信先情報送信手段は、前記近接装置判断手段により判断された近接した位置の画
像表示装置に対して、前記通信先情報取得手段により取得された通信相手の画像を送信し
、
　前記画像表示装置において、
　前記通信先情報受信手段は、前記通信端末装置から送信された通信相手の画像を受信し
、
　前記画像読み出し手段は、前記通信先情報受信手段により受信された通信相手の画像か
ら顔画像を認識する顔画像認識手段を有し、この顔画像認識手段により認識された顔画像
が含まれる画像を前記画像記憶手段により記憶された画像の中から読み出す、
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示システム。
【請求項３】
　前記通信端末装置において、
　前記通信開始検知手段は、通信の種類をさらに検知し、
　前記通信先情報送信手段は、前記近接装置判断手段により判断された近接した位置の画
像表示装置に対して、前記通信開始検知手段により検知された通信の種類情報をさらに送
信し、
　前記画像表示装置において、
　前記通信先情報受信手段は、前記通信端末装置から送信された通信の種類情報をさらに
受信し、
　前記画像表示手段は、前記画像読み出し手段により読み出された画像を前記通信先情報
受信手段により受信された通信の種類情報に応じた画像に加工する画像加工手段を有し、
この画像加工手段により加工された画像を表示する、
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像表示システム。
【請求項４】
　前記画像表示装置において、
　前記画像表示手段は、前記通信先情報受信手段により前記通信端末装置から送信された
通信先の識別情報が受信されない状態で、前記画像記憶手段により記憶された画像の中か
ら予め設定された画像を読み出して表示する通常画像表示手段を有し、前記通信先情報受
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信手段により前記通信端末装置から送信された通信先の識別情報が受信された場合は、前
記通常画像表示手段による画像の表示を中断し、前記画像読み出し手段により読み出され
た画像を表示する、
ことを特徴とする請求項１ないし請求項３の何れか１項に記載の画像表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フォトフレームなどの表示機器を利用した画像表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、フォトフレームが実用化され一般家庭をはじめ様々な場所で利用されている。
【０００３】
　フォトフレームは、高画質で容易に複数の画像を切り替えて表示させることができるた
め、絵画に代わるインテリアとしての利用も高まっている。
【０００４】
　ユーザにより選択される複数の画像を順次ネットワーク上の他の表示機器に送信するこ
とで、当該他の表示機器において、スライドショーの表示を楽しむことができるようにし
た情報処理装置が考えられている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
　一方、携帯電話などの通信端末も既に様々な場所で多用されており、この通信端末にも
画像を表示するための色々な機能が搭載されている。
【０００６】
　発呼，着呼の発生時に相手の電話番号に基づいた画像を表示させるようにした移動通信
端末機が考えられている（例えば、特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－１３０６３８号公報
【特許文献２】特開２００８－２６３６０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　通信端末を使用する際に、その近くにフォトフレームがある環境が今後確実に増大して
行くが、当該通信端末における画像表示とフォトフレームにおける画像表示とは全く無関
係に行われている現況にある。
【０００９】
　本発明は、このような課題に鑑みなされたもので、通信端末装置を使用する際に、近く
にある画像表示装置を有効に利用できる画像表示システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載の画像表示システムは、通信端末装置と画像表示装置とからなる画像表
示システムであって、
　前記通信端末装置は、通信の開始を検知する通信開始検知手段と、この通信開始検知手
段により通信の開始が検知された際に、その通信先の識別情報を取得する通信先情報取得
手段と、近接した位置にある画像表示装置を判断する近接装置判断手段と、この近接装置
判断手段により判断された近接した位置の画像表示装置に対して、前記通信先情報取得手
段により取得された通信先の識別情報を送信する通信先情報送信手段とを備え、
　前記画像表示装置は、複数の画像を記憶する画像記憶手段と、前記通信端末装置から送
信された通信先の識別情報を受信する通信先情報受信手段と、この通信先情報受信手段に
より受信された通信先の識別情報に対応する画像を前記画像記憶手段により記憶された画
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像の中から読み出す画像読み出し手段と、この画像読み出し手段により読み出された画像
を表示する画像表示手段とを備えた、ことを特徴としている。
【００１１】
　請求項２に記載の画像表示システムは、前記請求項１に記載の画像表示システムにおい
て、
　前記通信端末装置において、前記通信先情報取得手段は、前記通信開始検知手段により
通信の開始が検知された際に、その通信先の識別情報として通信相手の画像を取得し、前
記通信先情報送信手段は、前記近接装置判断手段により判断された近接した位置の画像表
示装置に対して、前記通信先情報取得手段により取得された通信相手の画像を送信し、
　前記画像表示装置において、前記通信先情報受信手段は、前記通信端末装置から送信さ
れた通信相手の画像を受信し、前記画像読み出し手段は、前記通信先情報受信手段により
受信された通信相手の画像から顔画像を認識する顔画像認識手段を有し、この顔画像認識
手段により認識された顔画像が含まれる画像を前記画像記憶手段により記憶された画像の
中から読み出す、ことを特徴としている。
【００１２】
　請求項３に記載の画像表示システムは、前記請求項１または請求項２に記載の画像表示
システムにおいて、
　前記通信端末装置において、前記通信開始検知手段は、通信の種類をさらに検知し、前
記通信先情報送信手段は、前記近接装置判断手段により判断された近接した位置の画像表
示装置に対して、前記通信開始検知手段により検知された通信の種類情報をさらに送信し
、
　前記画像表示装置において、前記通信先情報受信手段は、前記通信端末装置から送信さ
れた通信の種類情報をさらに受信し、前記画像表示手段は、前記画像読み出し手段により
読み出された画像を前記通信先情報受信手段により受信された通信の種類情報に応じた画
像に加工する画像加工手段を有し、この画像加工手段により加工された画像を表示する、
ことを特徴としている。
【００１３】
　請求項４に記載の画像表示システムは、前記請求項１ないし請求項３の何れか１項に記
載の画像表示システムにおいて、
　前記画像表示装置において、前記画像表示手段は、前記通信先情報受信手段により前記
通信端末装置から送信された通信先の識別情報が受信されない状態で、前記画像記憶手段
により記憶された画像の中から予め設定された画像を読み出して表示する通常画像表示手
段を有し、前記通信先情報受信手段により前記通信端末装置から送信された通信先の識別
情報が受信された場合は、前記通常画像表示手段による画像の表示を中断し、前記画像読
み出し手段により読み出された画像を表示する、ことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、通信端末装置を使用する際に、近くにある画像表示装置を有効に利用
し、通信先と関連性のある画像の表示を行うことが可能になる画像表示システムを提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態に係る画像表示システムの全体構成を示すブロック図。
【図２】前記画像表示システムにおける通信端末装置［Ｓ］１０の電子回路の構成を示す
ブロック図。
【図３】前記通信端末装置［Ｓ］１０の管理テーブル記憶部１８に記憶される管理テーブ
ル１８Ｔを示す図。
【図４】前記画像表示システムにおける画像表示装置［Ｆ］２０の電子回路の構成を示す
ブロック図。
【図５】前記画像表示装置［Ｆ］２０の保存画像記憶部２３に記憶される画像データの内
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容を示す図。
【図６】前記画像表示装置［Ｆ］２０の画像テーブル記憶部２４に記憶される画像テーブ
ル２４Ｔを示す図。
【図７】前記通信端末装置［Ｓ］１０による通信端末処理を示すフローチャート。
【図８】前記画像表示装置［Ｆ］２０の通常画像表示処理を示すフローチャート。
【図９】前記画像表示装置［Ｆ］２０の通信端末対応画像表示処理（その１）を示すフロ
ーチャート。
【図１０】前記画像表示装置［Ｆ］２０の通信端末対応画像表示処理（その２）を示すフ
ローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下図面により本発明の実施の形態について説明する。
【００１７】
　図１は、本発明の実施形態に係る画像表示システムの全体構成を示すブロック図である
。
【００１８】
　この画像表示システムは、通信端末装置［Ｓ］（識別情報ｓ０１）１０と、この通信端
末装置［Ｓ］１０と相互に通信する機能を有する複数台の画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，
［Ｆ２］２０ｂ，…とを備えて構成される。
【００１９】
　通信端末装置［Ｓ］１０は、例えば携帯電話であり、画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［
Ｆ２］２０ｂ，…は、例えばフォトフレームやＰＣ(personal computer)である。
【００２０】
　複数台の画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…は、自宅や会社、ホテルの
ロビーなど、人が居る空間の適宜な位置に配置される。
【００２１】
　各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…は、画像を表示する機能に加え、
ＧＰＳ(Global Positioning System)などの自己の位置を計測する機能を備え、同図中の
（ｐ１３）（ｐ１５）（ｐ１６）は当該各端末［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，［Ｆ３
］２０ｃにて検出された位置情報を示し、同各端末［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，［
Ｆ３］２０ｃの識別情報とする。
【００２２】
　通信端末装置［Ｓ］１０も、自己の位置を計測する機能を備え、各画像表示装置［Ｆ１
］２０ａ～［Ｆ３］２０ｃから受信される識別情報（ｐ１３）…（ｐ１６）に基づき、近
接した位置に存在する画像表示装置［Ｆ１］２０ａを判断する。
【００２３】
　図２は、前記画像表示システムにおける通信端末装置［Ｓ］１０の電子回路の構成を示
すブロック図である。
【００２４】
　この通信端末装置［Ｓ］１０は、コンピュータであるＣＰＵ(Central Processing Unit
)１１を備えている。
【００２５】
　このＣＰＵ１１には、記憶部１２、通信制御部１３、電話帳記憶部１４、音声入出力部
１５、入力部１６、表示部１７、管理テーブル記憶部１８、位置計測部１９、近距離無線
通信部１０Ｘが接続される。
【００２６】
　前記ＣＰＵ１１は、前記記憶部１２に記憶された通信端末制御プログラム、あるいはＣ
Ｄ－ＲＯＭなどの記録媒体から記憶部１２に読み込まれた通信端末制御プログラム、ある
いは通信ネットワーク上のプログラムサーバからダウンロードされて記憶部１２に読み込
まれた通信端末制御プログラムに従い回路各部の動作を制御する。
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【００２７】
　通信制御部１３は、例えば携帯電話基地局との無線通信機能を備え、発呼／着呼、通話
音声の送受信、Ｅmailの送受信を制御する。
【００２８】
　電話帳記憶部１４は、ユーザ操作に応じて、当該ユーザの友人，知人の名前、電話番号
、Ｅmailアドレス、写真画像、住所など、ユーザが通話やＥmailで通信する相手の固有の
情報を記憶する。
【００２９】
　音声入出力部１５は、通信相手との通話に伴い送受信する音声を入出力する。
【００３０】
　入力部１６は、数字，文字，記号の入力、各種機能の設定、各種データの選択、各種動
作の決定などをするためのキーを備える。
【００３１】
　表示部１７は、例えばバックライト式の液晶表示画面からなり、前記入力部１６のユー
ザ操作に応じた数字，文字，記号や画像、通信相手との通話，Ｅmail送受信に応じた文字
や画像を表示する。
【００３２】
　図３は、前記通信端末装置［Ｓ］１０の管理テーブル記憶部１８に記憶される管理テー
ブル１８Ｔを示す図である。
【００３３】
　この管理テーブル１８Ｔには、通話やＥmailなどの通信動作に伴い本通信端末装置１０
から近接する位置にあると判断された画像表示装置［Ｆ１］２０ａの識別情報（ｐ１３）
に対応付けて、通信相手の固有の情報（ｎ０４０）［電話番号・Ｅmailアドレス・場所等
］、通信相手の写真画像（Ｑ０４０）、通信の種類（通話／Ｅmail）、通信開始日時、通
信終了日時が記憶される。
【００３４】
　位置計測部１９は、この通信端末装置［Ｓ］１０自身の存在する位置を高精度に計測す
る。
【００３５】
　近距離無線通信部２０Ｘは、例えばBluetooth（登録商標）の規格に対応した通信部で
あって、近距離（１０ｍ以内）に存在する画像表示装置［Ｆ１］２０ａ～［Ｆ３］２０ｃ
と通信する。
【００３６】
　なお、この通信端末装置［Ｓ］１０において、ＣＰＵ１１が、記憶部１２に記憶される
通信端末制御プログラムに従い回路各部の動作を制御し、ハードウエアとソフトウエアが
協働することにより実行される機能としては、少なくとも次の４つの機能(Ha1)～(Ha4)が
含まれる。
【００３７】
(Ha1) 公衆通信回線に接続して通信相手との通話・Ｅmail送受信により通信する機能。
【００３８】
(Ha2) 前記(Ha1)の機能の実行開始に伴い、各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２
０ｂ，…から取得される位置情報“ｐ１３”“ｐ１５”…に基づいて、前記位置計測部１
９にて計測される自己の位置に近接している画像表示装置［Ｆ１］２０ａを判断する機能
。
【００３９】
(Ha3) 前記(Ha2)の機能の実行に伴い、近接していると判断された画像表示装置［Ｆ１］
２０ａに対応付けて、前記管理テーブル１８Ｔを生成し、当該テーブル１８Ｔにて管理さ
れる通信相手の写真画像（Ｑ０４０）、通信相手の情報（ｎ０４０）、通信の種類（通話
／Ｅmail）、通信開始を送信する機能。
【００４０】
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(Ha4) 前記(Ha3)の機能の実行後、前記通信の種類が通話である場合に、前記画像表示装
置［Ｆ１］２０ａに対して、同通話の終了に伴い通信終了を送信する機能。
【００４１】
　図４は、前記画像表示システムにおける画像表示装置［Ｆ］２０の電子回路の構成を示
すブロック図である。
【００４２】
　ここでは、前記図１で示した各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…につ
いて、これを代表する符号［Ｆ］２０として説明する。
【００４３】
　この画像表示装置［Ｆ］２０は、コンピュータであるＣＰＵ(Central Processing Unit
)２１を備えている。
【００４４】
　このＣＰＵ２１には、記憶部２２、保存画像記憶部２３、画像テーブル記憶部２４、入
力部２５、表示部２６、位置計測部２７、近距離無線通信部２０Ｘが接続される。
【００４５】
　前記ＣＰＵ２１は、前記記憶部２２に記憶された画像表示制御プログラム、あるいはＣ
Ｄ－ＲＯＭ、メモリカードなどの記録媒体から記憶部２２に読み込まれた画像表示制御プ
ログラム、あるいは通信ネットワーク上のプログラムサーバからダウンロードされて記憶
部２２に読み込まれた画像表示制御プログラムに従い回路各部の動作を制御する。
【００４６】
　図５は、前記画像表示装置［Ｆ］２０の保存画像記憶部２３に記憶される画像データの
内容を示す図である。
【００４７】
　この保存画像記憶部２３には、例えばデジタルカメラにより撮影された多数の画像デー
タが、風景画像，人物画像，被写体別画像、季節別画像などの任意の画像テーマＴ１１，
Ｔ２１，Ｔ３１，…に分類され、その画像テーマＴ１１，Ｔ２１，Ｔ３１，…毎に複数の
画像データＱ１１－Ｑ１ｎ，Ｑ２１－Ｑ２ｎ，Ｑ３１－Ｑ３ｎ，…が記憶される。そして
、この保存画像記憶部２３には、最新の画像更新日時が記憶される。
【００４８】
　図６は、前記画像表示装置［Ｆ］２０の画像テーブル記憶部２４に記憶される画像テー
ブル２４Ｔを示す図である。
【００４９】
　この画像テーブル２４Ｔには、前記通信端末装置［Ｓ］１０から受信された通信相手の
情報（ｎ０４０）、通信相手の写真画像（Ｑ０４０）、通信の種類、通信開始日時に対応
付けて、当該通信相手の写真画像（Ｑ０４０）や通信相手の情報（ｎ０４０）に基づき前
記保存画像記憶部２３から抽出された各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑが記憶される。そして、この
画像テーブル２４Ｔには、前記通信端末装置［Ｓ］１０からその通話の終了に伴い受信さ
れる通信終了日時が記憶される。
【００５０】
　入力部２５は、ユーザ操作に応じて、前記保存画像記憶部２３に対する各画像の登録／
削除、各種スライドショーモードの選択／決定などをするためのキーを備える。
【００５１】
　表示部２６は、高精細カラー液晶表示画面からなり、通常時は、前記保存画像記憶部２
３から前記スライドショーモードに応じて読み出される各画像を順次表示し、前記通信端
末装置［Ｓ］１０から通信開始の通知が受信された際は、通信終了の通知が受信されるま
での間、または一定時間が経過するまでの間、前記画像テーブル２４Ｔに抽出された各画
像Ｑｉｊ－Ｑｐｑを順次表示する。
【００５２】
　位置計測部２７は、この画像表示装置［Ｆ］２０自身の存在する位置（位置情報“ｐ…
”）を高精度に計測する。
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【００５３】
　近距離無線通信部２０Ｘは、例えばBluetooth（登録商標）の規格に対応した通信部で
あって、近距離（１０ｍ以内）に存在する通信端末装置［Ｓ］１０と通信する。
【００５４】
　なお、この画像表示装置［Ｆ］２０において、ＣＰＵ２１が、記憶部２２に記憶される
画像表示制御プログラムに従い回路各部の動作を制御し、ハードウエアとソフトウエアが
協働することにより実行される機能としては、少なくとも次の５つの機能(Fr1)～(Fr5)が
含まれる。
【００５５】
(Fr1) ユーザ操作に応じて決定されたスライドショーモードに応じて前記保存画像記憶部
２３から読み出される各画像を前記表示部２６に順次表示させる機能。
【００５６】
(Fr2) 前記通信端末装置［Ｓ］１０からの要求に応じて前記位置計測部２７により計測さ
れる装置［Ｆ］２０自身の位置情報“ｐ…”を送信する機能。
【００５７】
(Fr3) 前記通信端末装置［Ｓ］１０から通信開始の通知が受信された際に、同通信端末装
置［Ｓ］１０から共に受信された通信相手の写真画像（Ｑ０４０）、通信相手の情報（ｎ
０４０）に基づき、当該通信相手に応じた各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑを前記保存画像記憶部２
３から抽出し、前記画像テーブル２４Ｔを生成する機能。
【００５８】
(Fr4) 前記(Fr3)の機能の実行に伴い画像テーブル２４Ｔに記憶された各画像Ｑｉｊ－Ｑ
ｐｑを順次読み出し、前記表示部２６に対してスライドショー表示させる機能。
【００５９】
(Fr5) 前記(Fr4)の機能の実行に伴い前記表示部２６に表示させる各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑ
を、前記(Fr3)の機能に伴い前記通信端末装置［Ｓ］１０から受信された通信の種類（通
話／Ｅmail）に応じて加工する機能。
【００６０】
　次に、前記構成の画像表示システムによる通信端末装置［Ｓ］１０での通信動作に対応
した画像表示装置［Ｆ］２０での画像表示機能について説明する。
【００６１】
　［通信端末装置［Ｓ］１０の動作］
　図７は、前記通信端末装置［Ｓ］１０による通信端末処理を示すフローチャートである
。
【００６２】
　通信端末装置［Ｓ］２０において、通信制御部１３を介して着信（着呼）があると、発
信元の電話番号が表示部１７に表示されると共に、着信呼び出しの報知処理が実行される
（ステップＳａ１，Ｓａ２）。
【００６３】
　また、入力部１６により発信先の電話番号を指定して発呼キーを操作すると、通信制御
部１３を介して当該発信先への発呼処理が実行される（ステップＳｂ１，Ｓｂ２）。
【００６４】
　また、通信制御部１３を介してＥmailが受信されると、Ｅmail受信処理が実行される（
ステップＳｃ）。
【００６５】
　また、入力部１６により送信先のＥmailアドレスを指定して送信キーを操作すると、通
信制御部１３を介して当該送信先へのＥmail送信処理が実行される（ステップＳｄ１，Ｓ
ｄ２）。
【００６６】
　このように、電話着信／電話発信／Ｅmail受信／Ｅmail送信の何れかの通信処理が開始
されると、その発信元電話番号／発信先電話番号／送信元Ｅmailアドレス／送信先Ｅmail
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アドレスに基づき、電話帳記憶部１４に記憶されている電話帳が検索され、通信相手が特
定される（ステップＳ２）。
【００６７】
　すると、近距離無線通信部１０Ｘを介して、画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２
０ｂ，…に対する位置情報の問い合わせ信号が送信される。そして、近距離無線通信部１
０Ｘの通信可能範囲内に存在する各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ～［Ｆ３］３０ａから応
答送信された各々の識別情報（位置情報“ｐ１３”“ｐ１５”“Ｐ１６）が受信されると
、これにより、当該各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ～［Ｆ３］３０ａの存在が検知される
（ステップＳ３）。
【００６８】
　ここで、前記各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ～［Ｆ３］３０ａが検知されたと判断され
ると（ステップＳ４（有り））、その識別情報（位置情報“ｐ１３”“ｐ１５”“Ｐ１６
）に基づき、近接した位置“ｐ１３”に存在する画像表示装置［Ｆ１］２０ａが判断され
る。そして、この画像表示装置［Ｆ１］２０ａの識別情報“ｐ１３”と本通信端末装置［
Ｓ］１０の識別情報“ｓ０１”に対して、電話帳記憶部１４から読み出された現在の通信
相手の固有の情報（ｎ０４０）［電話番号・Ｅmailアドレス・場所等］と写真画像（Ｑ０
４０）、および通信の種類（通話／Ｅmail）、通信開始日時を対応付けた管理テーブル１
８Ｔ（図３参照）が生成され、管理テーブル記憶部１８に記憶される（ステップＳ５）。
【００６９】
　すると、前記管理テーブル１８Ｔにて管理される通信相手の情報（ｎ０４０）、通信相
手の写真画像（Ｑ０４０）、通信の種類（通話／Ｅmail）、通信開始日時が読み出され、
前記近接した位置“ｐ１３”に存在する画像表示装置［Ｆ１］２０ａへ近距離無線通信部
１０Ｘを介して送信される（ステップＳ６）。
【００７０】
　ここで、現在の通信の書類が“通話”であって（ステップＳ７（Ｙｅｓ））、回線接続
中と判断される状態では（ステップＳ８（Ｙｅｓ））、音声入出力部１５により通信相手
との通話音声が入出力される通話処理が実行される（ステップＳ９）。
【００７１】
　そして、回線切断されたと判断されると（ステップＳ１０（Ｙｅｓ））、前記管理テー
ブル１８Ｔに対して通信終了日時が記憶され（ステップＳ１１）、前記画像表示装置［Ｆ
１］２０ａへ通信終了の情報が送信される（ステップＳ１２）。
【００７２】
　なお、前記ステップＳ３，Ｓ４において、近接した位置に存在する画像表示装置［Ｆ］
２０が検知されない場合は（ステップＳ４（無し））、前記管理テーブル１８Ｔの生成処
理（ステップＳ５）とその管理データの送信処理（ステップＳ６）とは実行されない。
【００７３】
　また、通信の種類が“通話”でなく“Ｅmail”である場合は、前記ステップＳ７以降の
処理は実行されない。
【００７４】
　［画像表示装置［Ｆ］２０の動作］
　画像表示装置［Ｆ］２０は、前記通信端末装置［Ｓ］１０の通信端末処理（図７参照）
に基づき、その通信相手の写真画像（Ｑ０４０）、通信の種類（通話／Ｅmail）、通信開
始日時が受信されない状態では、次の図８を参照して説明する通常画像表示処理を実行す
る。
【００７５】
　図８は、前記画像表示装置［Ｆ］２０の通常画像表示処理を示すフローチャートである
。
【００７６】
　すなわち、ユーザ操作により予め決定されたスライドショーモードに応じて、保存画像
記憶部２３に記憶されている画像の読み出しが開始され（ステップＴ１）、表示部２６に
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より表示される（ステップＴ２）。
【００７７】
　そして、予め設定された表示時間が経過する毎に（ステップＴ３（Ｙｅｓ））、前記保
存画像記憶部２３から次の画像が読み出され（ステップＴ４）、前記表示部２６にて表示
中の直前の画像と切り替えられて表示される（ステップＴ２）。
【００７８】
　図９は、前記画像表示装置［Ｆ］２０の通信端末対応画像表示処理（その１）を示すフ
ローチャートである。
【００７９】
　図１０は、前記画像表示装置［Ｆ］２０の通信端末対応画像表示処理（その２）を示す
フローチャートである。
【００８０】
　画像表示装置［Ｆ］２０において、前記通信端末装置［Ｓ］１０から送信された位置情
報の問い合わせ信号が、近距離無線通信部２０Ｘを介して受信されると（ステップＴ１１
（Ｙｅｓ））、位置計測部２７により計測された位置情報“ｐ…”が本画像表示装置［Ｆ
］２０の識別情報として前記問い合わせ元の通信端末装置［Ｓ］１０へ送信される（ステ
ップＴ１２）。
【００８１】
　前記通信端末装置［Ｓ］１０により近接すると判断された画像表示装置［Ｆ１］２０ａ
において、前記通信端末装置［Ｓ］１０から送信された通信相手の情報（ｎ０４０）、通
信相手の写真画像（Ｑ０４０）、通信の種類（通話／Ｅmail）、通信開始日時が、近距離
無線通信部２０Ｘを介して受信されると（ステップＴ１３（Ｙｅｓ））、当該受信データ
は記憶部２２内に一時記憶される（ステップＴ１４）。
【００８２】
　ここで、画像テーブル記憶部２４において、前記受信された通信相手の情報（ｎ０４０
）［電話番号・Ｅmailアドレス・場所等］に対応付けた画像テーブル２４Ｔ（図６参照）
が既に生成されて記憶済みであるか否か判断される（ステップＴ１５）。
【００８３】
　先ず、前記受信された通信相手の情報（ｎ０４０）に対応付けた画像テーブル２４Ｔが
画像テーブル記憶部２４に記憶されてないと判断されると（ステップＴ１５（Ｎｏ））、
前記受信された通信相手の写真画像（Ｑ０４０）から顔画像が認識される（ステップＴ１
６）。
【００８４】
　すると、保存画像記憶部２３に記憶されている各画像テーマＴ１１，Ｔ２１，Ｔ３１，
…毎の全ての画像Ｑ１１－Ｑ１ｎ，Ｑ２１－Ｑ２ｎ，Ｑ３１－Ｑ３ｎ，…の中から、前記
ステップＴ１６にて顔画像認識された顔画像を含む各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑが順次抽出され
る（ステップＴ１７）。
【００８５】
　そして、前記受信された通信相手の情報（ｎ０４０）、通信相手の写真画像（Ｑ０４０
）、通信の種類（通話／Ｅmail）、通信開始日時に対して、前記通信相手の顔画像を含む
各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑを対応付けた画像テーブル２４Ｔ（図６参照）が生成され、記憶部
２２に一時記憶される（ステップＴ１８）。
【００８６】
　そして、前記保存画像記憶部２３からの前記通信相手の顔画像を含む各画像Ｑｉｊ－Ｑ
ｐｑの抽出・記憶処理が終了したと判断されると（ステップＴ１９（Ｙｅｓ））、抽出対
象の画像が有ったか否か、つまり前記記憶部２２に生成した画像テーブル２４Ｔに書き込
むべき画像Ｑｉｊ…が有ったか否か判断され（ステップＴ２０）、有ったと判断されると
（ステップＴ２０（有り））、画像テーブル記憶部２４に記憶されている画像テーブル２
４Ｔが、前記記憶部２２に今回生成された画像テーブル２４Ｔに書き替えられて更新され
る（ステップＴ２１）。
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【００８７】
　一方、前記ステップＴ１５において、通信端末装置［Ｓ］１０から今回受信された通信
相手の情報（ｎ０４０）に対応付けた画像テーブル２４Ｔが画像テーブル記憶部２４に既
に記憶されていると判断された場合は（ステップＴ１５（Ｙｅｓ））、当該既に記憶され
た画像テーブル２４Ｔに書き込まれている前回の通信開始日時と保存画像記憶部２３に記
憶されている画像更新日時とが比較され、この保存画像記憶部２３の画像が更新（追加，
削除）されているか否か判断される（ステップＴ２２）。
【００８８】
　ここで、前記画像テーブル記憶部２４に既に記憶された画像テーブル２４Ｔに書き込ま
れている前回の通信開始日時よりも前記保存画像記憶部２３に記憶されている画像更新日
時の方が新しく、この保存画像記憶部２３の画像が更新（追加，削除）されていると判断
された場合は（ステップＴ２２（Ｙｅｓ））、前記ステップＴ１６～Ｔ２１の処理が同様
に実行され、保存画像記憶部２３に記憶されている現在の各画像Ｑ１１－Ｑ１ｎ，Ｑ２１
－Ｑ２ｎ，Ｑ３１－Ｑ３ｎ，…に基づいて画像テーブル２４Ｔが更新される。
【００８９】
　また、前記ステップＴ２２において、前記画像テーブル記憶部２４に既に記憶された画
像テーブル２４Ｔに書き込まれている前回の通信開始日時の方が前記保存画像記憶部２３
に記憶されている画像更新日時よりも新しく、この保存画像記憶部２３の画像が更新され
てないと判断された場合には（ステップＴ２２（Ｎｏ））、前記既に記憶された画像テー
ブル２４Ｔにおける通信の種類と通信開始日時が、今回受信された通信の種類と通信開始
日時に書き替えられて更新される（ステップＴ２３）。
【００９０】
　こうして、前記通信端末装置［Ｓ］１０に近接した画像表示装置［Ｆ１］２０ａにおい
て、今回の通信相手に対応付けた最新の画像テーブル２４Ｔが生成されると、前記図８に
おける通常画像表示処理に従って現在実行されているスライドショー処理が中断され、そ
のスライドショーモードや現時点の表示対象画像などの情報が記憶部２２に待避される（
ステップＴ２４）。
【００９１】
　すると、前記画像テーブル記憶部２４に記憶された画像テーブル２４Ｔ内の各画像Ｑｉ
ｊ－Ｑｐｑの先頭画像Ｑｉｊが読み出され（ステップＴ２５）、同画像テーブル２４Ｔ内
の通信の種類が“通話”であるか“Ｅmail”であるかが判断される（ステップＴ２６）。
【００９２】
　ここで、通信の種類が“通話”であると判断された場合は（ステップＴ２６（通話））
、前記画像テーブル２４Ｔから読み出された画像Ｑｉｊが、当該通信の種類“通話”に対
応して通話中であることを識別可能な画像に加工される（ステップＴ２７ａ）。例えば、
画像Ｑｉｊに対して“通話中”の文字を合成したり、同画像Ｑｉｊを予め設定された画像
変換の種類（油絵調）に応じて画像変換したりして加工する。
【００９３】
　そして、所定時間間隔毎の表示タイミングになったと判断されると（ステップＴ２８ａ
（Ｙｅｓ））、前記ステップＴ２７ａにおいて通話中であることを識別可能に加工された
画像が表示部２６に表示される（ステップＴ２９ａ）。
【００９４】
　ここで、前記通信端末装置［Ｓ］１０から通信終了の情報が受信された否か判断され（
ステップＴ３０ａ）、この通信終了の情報が受信されないと判断される状態では（ステッ
プＴ３０ａ（Ｎｏ））、前記画像テーブル２４Ｔから次の画像Ｑｉ(j+1)が読み出され（
ステップＴ３１ａ）、前記同様に通話中であることが識別可能に加工された後（ステップ
Ｔ２７ａ）、所定の表示タイミングで（ステップＴ２８ａ（Ｙｅｓ））、前記表示部２６
に切り替えられて表示される（ステップＴ２９ａ）。
【００９５】
　これにより、前記通信端末装置［Ｓ］１０に近接する画像表示装置［Ｆ１］２０ａでは
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、その通信相手の顔画像を含んでいる各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑが、通話中であることを識別
可能に加工されて次々にスライドショーされる。
【００９６】
　この後、前記通信端末装置［Ｓ］１０から通信終了の情報が受信されたと判断されると
（ステップＴ３０ａ（Ｙｅｓ））、前記ステップＴ２４にて記憶部２２に待避された通常
画像表示処理（図８参照）でのスライドショーモードや表示対象画像などの情報が復帰さ
れ、当該通常画像表示処理に従った元のスライドショー処理が再開される（ステップＴ３
２）。
【００９７】
　一方、前記ステップＴ２６において、通信の種類が“Ｅmail”であると判断された場合
は（ステップＴ２６（Ｅmail））、前記画像テーブル２４Ｔから読み出された画像Ｑｉｊ
が、当該通信の種類“Ｅmail”に対応してＥmailが受信または送信されたことを識別可能
な画像に加工される（ステップＴ２７ｂ）。例えば、画像Ｑｉｊに対して“Ｅmail”の文
字を合成したり、同画像Ｑｉｊを予め設定された画像変換の種類（セピア調・水墨画調）
に応じて画像変換したりして加工する。
【００９８】
　そして、所定時間間隔毎の表示タイミングになったと判断されると（ステップＴ２８ｂ
（Ｙｅｓ））、前記ステップＴ２７ｂにおいてＥmailによる通信が識別可能に加工された
画像が表示部２６に表示される（ステップＴ２９ｂ）。
【００９９】
　ここで、前記画像テーブル２４Ｔに書き込まれた通信開始日時（この場合はＥmail開始
日時）から一定時間（例えば３分）が経過したか否か判断され（ステップＴ３０ｂ）、こ
のＥmail開始日時から一定時間が経過したと判断されない状態では（ステップＴ３０ｂ（
Ｎｏ））、前記画像テーブル２４Ｔから次の画像Ｑｉ(j+1)が読み出され（ステップＴ３
１ｂ）、前記同様にＥmailによる通信が識別可能に加工された後（ステップＴ２７ｂ）、
所定の表示タイミングで（ステップＴ２８ｂ（Ｙｅｓ））、当該加工後の画像が前記表示
部２６に切り替えられて表示される（ステップＴ２９ｂ）。
【０１００】
　これにより、前記通信端末装置［Ｓ］１０に近接する画像表示装置［Ｆ１］２０ａでは
、その通信相手の顔画像を含んでいる各画像Ｑｉｊ－Ｑｐｑが、Ｅmailを受信または送信
したことを識別可能に加工されて次々にスライドショーされる。
【０１０１】
　この後、前記Ｅmail開始日時から一定時間が経過したと判断されると（ステップＴ３０
ｂ（Ｙｅｓ））、前記ステップＴ２４にて記憶部２２に待避された通常画像表示処理（図
８参照）でのスライドショーモードや表示対象画像などの情報が復帰され、当該通常画像
表示処理に従った元のスライドショー処理が再開される（ステップＴ３２）。
【０１０２】
　したがって、前記構成の画像表示システムによる通信端末装置［Ｓ］１０での通信動作
に対応した画像表示装置［Ｆ］２０での画像表示機能によれば、通信端末装置［Ｓ］１０
において電話の発着信やＥmailの送受信に伴う通信の開始が検知されると、電話帳記憶部
１４から通信相手の情報（電話番号やＥmailアドレス）に対応付けられた写真画像が取得
される。また、近距離無線通信部１０Ｘを介して通信可能な範囲にある画像表示装置［Ｆ
１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…から受信された位置情報に基づいて近接位置にあると判
断された画像表示装置［Ｆ１］２０ａに対して、前記通信相手の写真画像が送信される。
すると、画像表示装置［Ｆ１］２０ａでは、受信された通信相手の写真画像から顔画像が
認識され、保存画像記憶部２３に記憶された全ての画像の中から当該通信相手の顔画像を
含む各画像が抽出されて表示部２６にスライドショーで表示される。
【０１０３】
　このため、通信端末装置［Ｓ］１０により通話やＥmailの通信をすると、近接した位置
に存在する画像表示装置［Ｆ１］２０ａにおいて、その通信相手の顔画像含む画像がスラ
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イドショーで表示されるので、通信中は画像表示装置の表示を通信相手の顔画像含む画像
の表示に切り替えて、画像表示装置を有効に使用することが可能になる。例えば、通信中
は当該通信に合わせて通信相手と関連する画像の表示を画像表示装置で楽しむことができ
る。
【０１０４】
　なお、前記実施形態では、通信端末装置［Ｓ］１０に近接する画像表示装置［Ｆ１］２
０ａにおいて、当該通信端末装置［Ｓ］１０から受信された通信相手の写真画像に基づき
顔画像認識された同通信相手の顔画像を含む保存画像が抽出されて表示される構成とした
。これに対し、通信端末装置［Ｓ］１０から受信された通信相手の識別情報“ｎ０４０”
に含まれる同通信相手の場所情報に基づいて、当該場所情報に対応した保存画像を抽出し
て表示させる構成としてもよい。なお、この場合、通信端末装置［Ｓ］１０は通信相手で
ある携帯電話などの相手通信端末装置より場所情報を受信するものとする。
【０１０５】
　これによれば、通信端末装置［Ｓ］１０により通話やＥmailの通信をすると、近接した
位置に存在する画像表示装置［Ｆ１］２０ａにおいて、その通信相手の居場所近くで撮影
された画像が抽出されてスライドショーで表示されるので、通信中は画像表示装置の表示
を通信相手の居場所近くで撮影された画像の表示に切り替えて、画像表示装置を有効に使
用することが可能になる。
【０１０６】
　また、前記構成の画像表示システムによる通信端末装置［Ｓ］１０との通信動作に対応
した画像表示装置［Ｆ］２０での画像表示機能によれば、通信端末装置［Ｓ］１０は近接
する画像表示装置［Ｆ１］２０ａに対して、前記通信相手の写真画像や識別情報（電話番
号、Ｅmailアドレス、場所情報など）と共に通信の種類（通話／Ｅmail）も送信する。画
像表示装置［Ｆ１］２０ａでは、受信された通信相手の情報に応じて抽出された保存画像
が、前記通信の種類に応じた画像に加工されて表示される。
【０１０７】
　このため、通信端末装置［Ｓ］１０のユーザは、その通話やＥmailの通信操作に伴い、
近接する画像表示装置［Ｆ１］２０ａにおいて、通信中は画像表示装置［Ｆ１］２０ａの
表示を通信の種類に応じた加工された画像の表示に切り替えて、画像表示装置を有効に使
用することが可能になる。
【０１０８】
　また、前記構成の画像表示システムによる通信端末装置［Ｓ］１０との通信動作に対応
した画像表示装置［Ｆ］２０での画像表示機能によれば、通信端末装置［Ｓ］１０からの
通信相手の情報を受信した近接する画像表示装置［Ｆ１］２０ａでは、通常画像表示処理
によるスライドショー表示が中断され、前記通信相手の情報に応じた保存画像が抽出され
て表示される。
【０１０９】
　このため、通信端末装置［Ｓ］１０との通信に伴う画像表示装置［Ｆ１］２０ａにおい
て、通信中は画像表示装置の表示を通信相手に応じた画像の表示に切り替えて、画像表示
装置を有効に使用することが可能になる。
【０１１０】
　なお、前記実施形態では、通信端末装置［Ｓ］１０は、近距離無線通信部１０Ｘを介し
てその通信範囲内の各画像表示装置［Ｆ１］２０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…から受信される
各々の位置情報に基づき、近接する画像表示装置［Ｆ１］２０ａを判断する構成とした。
これに対し、前記近距離無線通信部１０Ｘを介して受信される各画像表示装置［Ｆ１］２
０ａ，［Ｆ２］２０ｂ，…からの受信電波の強弱に応じて、各々の近接状況を判断する構
成としてもよい。
【０１１１】
　本願発明は、前記各実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を逸脱
しない範囲で種々に変形することが可能である。さらに、前記各実施形態には種々の段階
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の発明が抽出され得る。例えば、各実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件
が削除されたり、幾つかの構成要件が異なる形態にして組み合わされても、発明が解決し
ようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除されたり組み合わされた構成が発明として抽出され
得るものである。
【符号の説明】
【０１１２】
　１０　…通信端末装置［Ｓ］（携帯電話）
　１１　…ＣＰＵ
　１２　…記憶部
　１３　…通信制御部
　１４　…電話帳記憶部
　１５　…音声入出力部
　１６　…入力部
　１７　…表示部
　１８　…管理テーブル記憶部
　１８Ｔ…管理テーブル
　１９　…位置計測部
　１０Ｘ…近距離無線通信部
　２０　…画像表示装置［Ｆ］（フォトフレーム）
　２１　…ＣＰＵ
　２２　…記憶部
　２３　…保存画像記憶部
　２４　…画像テーブル記憶部
　２４Ｔ…画像テーブル
　２５　…入力部
　２６　…表示部
　２７　…位置計測部
　２０Ｘ…近距離無線通信部
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